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13.3期業績と14.3期予想
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2013年3月期のトピックス

東京証券取引所市場第一部銘柄へ指定
2013年３月４日付けで東京証券取引所市場第一部銘柄に指定

ＵＶインキ市場の拡大
印刷市場において省電力型UV照射装置付印刷機導入の増加

特殊UVインキ集約工場の竣工
品質向上・生産性効率化のための工場が竣工（2012年12月）

原材料比の安定
国内外共に原材料価格が安定的に推移

株主還元について
2012年９月株主優待制度の新設、2013年３月配当予想の修正（増配・記念配当）を発表

2013年3月期の実績
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2013年3月期の実績と成果

売上高 ・・・ 530億42百万円 9.4％

為替換算時の円転換額で19億92百万円増加

【版別】

 平版インキ ・・・ 12.7％

 ＵＶインキ ・・・ 4.2％

（内訳） 一般UVインキ 10.5％

特殊UVインキ ▲15.2％

営業利益・・・36億34百万円 33.3％

当期利益・・・20億13百万円 38.6％

 特別利益・・・１億19百万円 257.9％

チマニートオカ為替差益92百万円（前期１億33百万円の為替差損）

 特別損失・・・１億51百万円 ▲62.5％

前期 投資有価証券評価損 1億72百万円

2013年3月期の実績
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2013年3月期の実績
►連結損益計算書（百万円）

11.3期 12.3期 13.3期 増減額 増減率 備考

売上高 47,185 48,484 53,042 4,557 9.4 % 増収効果 1,660

売上原価 36,650 38,724 41,271 2,546 6.6 % 原材料価格の安定により変動比率の改善 830

(  77.7 %) (  79.9 %) (  77.8 %) (  ▲2.1 %) 労務費の増加 510

売上総利益 10,535 9,760 11,770 2,010 20.6 % 減価償却費の減少 100

(  22.3 %) (  20.1 %) (  22.2 %) ( 2.1 %) コストの増加 70

販管費 6,799 7,032 8,136 1,103 15.7 % 人件費の増加 390

(  14.4 %) (  14.5 %) (  15.3 %) (  0.8 %) 減価償却費の減少 3

営業利益 3,736 2,727 3,634 907 33.3 % コストの増加 710

(  7.9 %) (  5.6 %) (  6.9 %) (  1.3 %)

経常利益 3,758 2,843 3,843 1,000 35.2 %

(  8.0 %) (  5.9 %) (  7.2 %) (  1.3 %)

当期利益 2,248 1,452 2,013 561 38.6 %

(  4.8 %) (  3.0 %) (  3.8 %) (  0.8 %)

11.3期 12.3期 13.3期 増減額 増減率 備考

平版インキ 15,199 15,518 17,486 1,967 12.7%

UVインキ 20,333 20,238 21,081 842 4.2%

その他インキ 3,784 4,386 6,125 1,739 39.6%

その他 3,705 3,789 3,602 ▲186 ▲4.9%

製品計 43,022 43,933 48,296 4,362 9.9%

商品 4,163 4,550 4,745 194 4.3%

総計 47,185 48,484 53,042 4,557 9.4%

►連結製品別売上高（百万円）

増収効果 1,660

原材料価格の安定により変動比率の

改善 830

労務費の増加 510

減価償却費の減少 100

人件費の増加 390

コストの増加 710
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四半期ごとの業績推移
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（百万円） （百万円）

第3四半期営業利益は売上増加による増収及び原価率の改善

第4四半期売上高は為替換算時の円転換額で増加

第4四半期営業利益はコストの増加
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連結貸借対照表、キャッシュフロー計算書
貸借対照表 11.3期 12.3期 13.3期 増減額 増減率 備考

流動資産 28,727 29,190 33,080 3,890 13.3 %

現金及び預金 5,329 4,563 6,859 2,296 50.3 %

受取手形・売掛金 16,296 17,417 19,047 1,629 9.4 %

棚卸資産 6,437 6,253 6,759 505 8.1 %

その他 663 955 413 ▲541 ▲56.7 %

固定資産 19,567 20,229 22,278 2,049 10.1 %

有形固定資産 16,239 16,928 18,785 1,857 11.0 %

無形固定資産 195 245 260 15 6.3 %

投資その他の資産 3,132 3,055 3,232 176 5.8 %

資産合計 48,294 49,419 55,358 5,939 12.0 %

流動負債 14,588 14,486 16,756 2,269 15.7 %

支払手形・買掛金 9,886 10,097 11,013 916 9.1 %

短期借入金 1,994 1,778 1,589 ▲189 ▲10.7 %

１年内償還の社債 10 7 7 - -

固定負債 1,889 2,142 2,268 126 5.9 %

社債 0 43 36 ▲7 ▲16.3％

長期借入金 35 31 22 ▲8 ▲27.7 %

退職給付引当金 963 1,106 1,250 143 13.0 %

役員退職慰労引当金 153 149 171 21 14.5 %

負債合計 16,478 16,628 19,025 2,396 14.4 %

純資産合計 31,816 32,790 36,333 3,543 10.8 %

負債・純資産合計 48,294 49,419 55,358 5,939 12.0 %

キャッシュフロー 11.3期 12.3期 13.3期 増減額 増減率 備考

営業CF 3,803 2,879 5,035 2,155 74.8%

投資CF ▲2,016 ▲3,734 ▲2,660 1,073 ▲28.7%

財務CF ▲595 ▲637 ▲903 ▲265 41.7%

CF期末残高 4,594 3,018 4,715 1,696 56.2%
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2014年3月期の予想

12.3期 13.3期 14.3期予 増減額 増減率 備考

売上高 48,484 53,042 56,000 2,957 5.6 %

売上原価 38,724 41,271 43,820 2,548 6.2 %

(  79.9 %) (  77.8 %) (  78.3 %) (  0.5 %)

売上総利益 9,760 11,770 12,180 409 3.5 %

(  20.1 %) (  22.2 %) (  21.8 %) (  ▲0.4 %)

販管費 7,032 8,136 8,130 ▲6 ▲0.1 %

(  14.5 %) (  15.3 %) (  14.5 %) (  ▲0.8 %)

営業利益 2,727 3,634 4,050 415 11.4 %

(  5.6 %) (  6.9 %) (  7.2 %) (  0.3 %)

経常利益 2,843 3,634 4,150 306 8.0 %

(  5.9 %) (  7.2 %) (  7.4 %) (  0.2 %)

当期利益 1,452 2,013 2,460 446 22.2 %

(  3.0 %) (  3.8 %) (  4.4 %) (  0.6 %)

12.3期 13.3期 14.3期予 増減額 増減率 備考

平版インキ 15,518 17,486 18,130 644 3.7 %

UVインキ 20,238 21,081 21,690 609 2.9 %

その他インキ 4,386 6,125 8,120 1,995 32.6 %

その他 3,789 3,602 3,710 108 3.0 %

製品計 43,933 48,296 51,650 3,354 6.9 %

商品 4,550 4,745 4,350 ▲395 ▲8.3 %

総計 48,484 53,042 56,000 2,957 5.6 %

►連結損益計算書（百万円）

►連結製品別売上高（百万円）

増収効果 1,060

原材料比率の悪化 270

減価償却費の増加 320
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2014年3月期予想

売上高・・・・・過去最高の売上高５６０億円を目標

ＵＶインキ市場 : 更なるシェア拡大を目指す

版別 ：平版インキ、一般UVインキが伸張

地域別 ：日本・中国が牽引

営業利益・・・対売上高比率は13.3期以上を確保

経常利益・・・過去最高の経常利益４１.５億円を目標

配当金・・・・・上期 普通15円 、下期 普通15円 年間合計30円を予想

2014年3月期予想
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設備投資、減価償却費、研究開発費の推移

08.3期 09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期予

設備投資 2,482 2,743 1,761 1,472 2,691 2,638 3,678

減価償却費 1,505 1,632 1,931 2,270 2,210 2,120 2,567

研究開発費 1,072 1,261 1,159 1,074 1,101 1,103 1,133

【14年3月期設備投資計画】

 国内 ･･･ 23.6億円

 平版・ＵＶインキ生産設備 4.8億円

 物流倉庫 4.2億円

 福岡支店新社屋 2.5億円

 海外 ･･･ 13.1億円

 中国・杭華油墨研究設備他 12.4億円

【13年3月期設備投資実績】

 国内 ･･･ 23.5億円

 特殊ＵＶインキ集約工場 13.3億円（竣工・平成24年12月）

 福岡支店新社屋 6.4億円（竣工予定・平成25年7月)

 海外 ･･･2.6億円

 中国・杭華油墨 1.7億円

（百万円）
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業績推移
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経営指標

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

負債・純資産合計 純資産合計

自己資本比率

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期
-1%

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期

-1%

1%

3%

5%

7%

9%

11%

13%

15%

17%

19%

09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期

ROE ROA

-50

0

50

100

150

200

250

300

350

09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期

► ROE、ROAの推移（連結） ► EPS（連結）の推移 ► BPS（連結）の推移

► 総資産、純資産、株主資本比率の推移（連結） ► 売上高営業利益率（連結） ► 売上高当期利益率（連結）

（円）
（円）

（百万円）



12

14.3期の重点課題

・ 液晶カラーフィルター向けなどの特殊UVインキの競争力を高めるべく、製品開発力の向上

および生産性の効率化を実現

・ ＵＶインキ・・・・・・・設備導入が活発な省電力型ＵＶ印刷機（ＬＥＤ-ＵＶ、減灯、低出力）で

使われる高感度ＵＶインキ分野におけるシェアアップ

・ 油性インキ・・・・・・脱石油系溶剤の植物油(ライスインキ)ベースオフセット枚葉インキの

普及

・ グラビアインキ・・・軟包装印刷でのラミネート加工を省く、高品位表刷りグラビアインキの

拡販

・ 合成樹脂・・・・・・・水性エポキシ樹脂・硬化剤の開発と拡販

1）環境に配慮した製品の拡販

2）特殊ＵＶインキの研究および生産体制の強化

・UVインキを軸として、アジア、欧米、南米市場を深耕

当社及び当社グループの力を集結して、高品質の製品を安定供給

3）市場の開拓



～企業理念～

Technology & kindness
技術とまごころ

T&K TOKAは、創業から60数年、一貫してインキを専業としてまいりました。「Technology & Kindness」
の言葉に表されるように、創業から大切にしてきた、「使いやすくていいものを提供していこう」という「ま
ごころ」は60年経った今も、当社のDNAとして息づいています。これは、100年後も変わらないし、変えて
はいけないと強く思っています。
一方で「テクノロジー」。今現在も高い評価をいただいておりますが、次々と変わりゆく時代に対応するた
めには、よりいっそうの変化が必要だと考えています。
時代は『小ロット多品種生産』が求められています。これはまさしく当社の得意とするところであり、今まで
以上にお客様の要望に応えていけるものと確信しております。インキメーカーとして先発ではありませんが、
だからこそチャレンジングな姿勢を忘れず、より付加価値の高い製品をご提案させていただきたいと考え
ています。

時代は変わっても、伝えたいモノは変わらない
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このプレゼンテーションには、当社の計画と見通しを反映した将来予想に

関する記述を含んでおります。かかる将来予想に関する記述は、当社が

現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、

競争状況、新サービスの成否等、不確実な要因の影響を受けます。従っ

て、実際の業績はこのプレゼンテーションに記載されている将来予想に

関する記述とは大きく異なる場合があることをご承知おきください。

また当社は、このプレゼンテーション後において、かかる将来予想に関す

る記述を更新して公表する義務を負うものではありません。

ＩＲの問合せ先
株式会社 Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ 財務部

Tel. 03-3963-0511
Mail. toka-ir@tk-toka.co.jp


